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）9772・12☎（美初羅田多合問
。でま分03時1後午日当は切締。りあ題
季当。」炉「」花り返「題兼。句出句七容内

時5～1後午間時むし楽を葉言

会の句俳民市

へ

４
～3/21

㈬

)7668・12☎（子恵美寺野小合問
分03時3後午～時9前午㈰日４

時5～時1後午㈯日３月21間時

示展のどな芸手

展芸手会人婦
）円003料有（りあ席茶呈容内
分03時3後午～時01前午間時

験体化文統伝の花おと茶お

展道華茶

へ

03/11

）4037・12☎（美茂下竿合問
)場開分03時01前午(時4後午～時11前午間時

会表発同合部3

踊舞本日・曲筝・吟詩

プッョシクーワ
いなんみもしたわもくぼ

へ）6261・23☎（夫春﨑川合問
円005人大

円003人大、円001もど子①費加参
着先にもと②①プッョシクーワ員定

うよけ生を花お②
だたいを茶抹てっ作を子菓和①容内

分03時3後午～時01前午間時

）

日
でま時7後午みの日2（時5後午～時01前午間時

他のそ・芸陶・真写・書・画本日・画洋

展市津大泉
作写書・画絵のちたもど子の校学中
定認、園稚幼、所育保立市容内
の日4（時7後午～時01前午間時

たっくつのちたもど子

展童学4
~2/21

㈯
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㈰
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）階３所所。

館の会と民る市ふn劇場場劇劇く劇わデくメわコとぼさのる･ふ･じ3く第宝▷

オ

▷第 3 ･ ほのぼ コメ 劇場 喜喜劇 ふる との

すまし載掲どな識知豆の館会会館民市や報情のトン 役役市（課習学涯生合問

るくてっやが劇喜新本吉に館会民市

催

スス

じく宝「課習学涯生】要不載記所住【6868595〒
階3所役市（課習学涯生、を号番話電⑤齢年④別
性③）ナガリフ（名氏②所住①てにルーメ・スクァフ
・）効有印消日当（送郵にでま㈮日52月11法方募応

館会民市所場
～時2後午㈯日01月21時日

。かんせまし演共と人芸
い笑お名有のあ、に出い思のと館会民市。すまし集募
を民市いたし演共とーバンメ劇喜新本吉、で部3第
催開ンョシィデーオ開公？かんせまし演出に劇喜新本本吉■

民市、劇喜新本吉：者演出」たう
の館とと会さるさ会る民ふふふ民市劇「喜喜劇場場劇劇くィィィくメデわメメわくコココくわのぼのわぼとのののとさほほほさ･ ･る･･ふ部第 部ふじく▷▷▷く宝

トスゲルャシペスのの表表代代民民
市、33トール、ーサンウナア司聖西葛：者演出」とひ

市津大泉スラ
根曽上池、阪大
あ、館書図、ム
、館会民市、）階

金料別特るよ
11由自席全（
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。いさだくし越おえうの
せわ合い誘おでのすまきでも学見のンョシィデーオ※
。いさだくり送おでま）pj..jakaso.ustoimuzi.ytic@uuysuka
giaguoysルーメ、0760・33スクァフ、係」ンョシィデ
ーオじく宝「課習学涯生】要不載記所住【6868-595〒

のこ、とひのあ町がわ、とさるふ「クート･･･部2第▷
）ーマーォフパ

ンールバ（一笑下松、枝小桂、グンヤＷ、人巨・神阪ル
ーオ：者演出ジーテスンオい笑お･･･部1第▷容内

。売販で）！索検で」館会民
ラプーイ「（スラプーイ＋e、館習学生弥
大アピスクテ、所議会工商、ルーホとす
ムーホ年少青労勤、館民公北、館民公南
階3所役市（課習学涯生所売販トッケチ
よに成助のじく宝※）始開売販りよ日5月
円005,2券日当、円000,2売前料場入

館会民市所場
）分03

（時2後午演開㈰日52月21時日
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つまおため集を動活化文の内市

すまし催開を祭化文市津大泉

）階3所役市（課習学涯生合問
。いさだくて来にじ感を秋の化文

、でのすまいてし意用をムラグロプなろいろいと展品作、化文
統伝、楽音。すでトンベイため集とっゅぎを動活化文の内市

。

㈯

いさだく覧ごをシラチは細詳※
。すましけ届おでんさくだりも、し施実

をどな表発台舞のプールグズッキの内市、プ
ッョシクーワの楽音、はでルーホ大、たま

。すまいてし意用をムラグロプの数多、ど
なトーアンールバ、）施実が館習学生弥根曽
上池（りくづ玉丸、）施実が生学学大蹊成阪
大（ムラグロプトーア、）施実が徒生校学等高
科工野佐（しがたわのんみづおやりくづ剤浴
入のんみづお、はでルーホ小。すまし催開を
トンベイたしと心中を験体やりくづのも、に
トプセンコを祭化文のめたのもど子容内

時4後午～時01前午間時

21～㈯日62月11間期
阪大アピスクテ所場

スェフトーアのめたのもど子

りつまおのんかご

ス

62/11

者加参プッョシクーワ楽音

クァフ係」りつまおのんかご「課習学涯生
6868-595〒階3所役役市（課習学涯生を齢年者加
話電②名氏者加参と名氏者込申①、りよに法方のか
・スクァフ・口窓・話電にでま㈮日81月11込申

物るなが音、器楽物持
装服いすやき動装服

護保は者加参のでま年学低※（生学小～才３象対
時1後午場開（時3～分54時1後午･･･演上ジ
時1～分03時0後午･･･プッョシクーワ▷間時

。すましり送おにかやぎに、てしボラコがプ
す躍活で内市。いさだくし越おに軽気おも人のみ
上り作をジーテス楽音でなんみの場会、し習練で
前事！うよみてし験体を表発台舞やびそあ楽音
11切締（！りあ典特でみ込し申前事

て
おに
みの場

ご「課習
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出提でま記下にでま㈭日01月11切締
）字文13（首１人１。由自は題備準

時4～時1後午間時

）字文13（首１人１

会の歌短民市

へ）6561・23☎（代夏野花合問
奏演）カニモ

ーハ・ナリカオ・ータギ・琴正大・唱合（体団
51がプールグ楽音るす躍活で市本容内
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～部の楽音軽・唱合～

。いさだくみ込し申
でま）pj.akaso.ustoimuzi.ytic@uuysukagiaguoysル

スクァフ、係」りつまおのんかご「課習学涯生

祭㈰ 楽音民市
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●12月 11日㈰　告示 
●12月 18日㈰　投開票泉大津市長選挙

　任期満了にともなう泉大津市長選挙の告示日は 12 月 11 日㈰、投票日は 12 月 18 日㈰です。投票時間は午前７時
から午後８時まで、市内 20か所の投票所で一斉に行われます。開票は即日開票で、午後９時からテクスピア大阪（テ
クスピアホール）で行われます。この選挙は、今後４年間、本市のまちづくりに全力を注いでくれる人を選ぶ大切な
選挙です。棄権することなく、必ず投票しましょう。

◆ 投票できる人
　平成10年 12月 19日までに生まれ、平成28年９月10
日までに本市に転入届出をした人で引き続き本市に居住し、
住民基本台帳に記録されている選挙権を有する人
◆ 投票所入場整理券
　投票所入場整理券は、「封書」で世帯単位に郵送し、１人
１枚の入場整理券となります。紛失しないようにご注意く
ださい。紛失した場合でも、選挙権を有しかつ選挙人名簿
に登録されている人は投票できますので、投票所で係員に
お知らせください。
◆ 代理投票と点字投票
　身体の不自由などの理由により自書できない人は、投票
所で係員にお知らせください。係員が代わって記入します。
また、視覚に障がいのある人は、点字で投票できますので、
投票所で係員にお知らせください。
　手話通訳者を必要とする人は、投票所で係員にお知らせ
ください。投票日に選挙管理委員会本部に待機しています。
◆ 期日前投票
▷期間　12月12日㈪～17日㈯
▷時間　午前８時30分～午後８時（土曜日も投票可）
▷場所　市役所３階（選挙管理委員会室）・北公民館
　投票日当日、仕事の都合や旅行などの理由で投票できな
い人は、期日前投票ができます。投票所入場整理券が届い
ている時は、裏面に投票日当日自分が該当すると見込まれ
る事由を宣誓する書面を印刷していますので、必要事項を
自書してご持参ください。
　期日前投票時に 18 歳に達していないなどのために選挙権
を有しない人は、期日前投票はできません。市役所３階選
挙管理委員会事務局で不在者投票をしてください。
　北公民館には、徒歩または自転車でお越しください。（12
月11日㈰～18日㈰の間、ヘルストロンは使用できません）
　自動車を利用される人は市役所へお越しください。　　
◆ 郵便などによる不在者投票
1.郵便などによる不在者投票のできる対象者
①身体障がい者手帳の所持者　
▷両下肢・体幹・移動機能のうち、いずれかの障がいの程
度が１級か２級
▷心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・小腸・直腸のうち、
いずれかの障がいの程度が１級から３級もしくは肝臓・
免疫のうち、いずれかの障がいの程度が1級から3級
▷障がいの程度が上記の障がいの程度に該当することにつ
いて泉大津市長が書面により証明した人
②戦傷病者手帳の所持者
▷両下肢・体幹の障がいの程度が特別項症から第２項症
▷心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・小腸・直腸・肝臓の
いずれかの障がいの程度が特別項症から第３項症

▷障がいの程度が上記の障がいの程度に該当することにつ
いて大阪府知事が書面により証明した人
③介護保険の被保険者証の所持者
▷要介護状態区分が「要介護５」
2. 郵便などによる不在者投票を利用する場合
　身体障がい者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者
証を添えて、市選挙管理委員会に郵便等投票証明書の交付
を請求してください。郵便等投票は原則として自書する必
要があります。※なお、郵便等投票証明書の有効期間が過ぎ
ている人は、早めに更新手続きをしてください。
3. 郵便などによる不在者投票における代理記載制度
　郵便などによる不在者投票ができる人（前記①・②・③の
いずれかに該当）のうち、次のアまたはイに該当する人は、
あらかじめ届け出た代理記載人によって投票の記載をして
もらうことができます。
ア…身体障がい者手帳を持っている人で、上肢、視覚の障
がいの程度が１級の人

イ…戦傷病者手帳を持っている人で、上肢、視覚障がいの
程度が特別項症から第２項症までの人

■投票用紙の交付請求は、あらかじめ申請して交付を受け
た「郵便等投票証明書」を添えて、投票日の４日前（12 月
14 日㈬）午後 5 時までに市選挙管理委員会の委員長に対し
て、投票用紙の交付を請求してください。
◆ 投票所の設備
　各投票所には車いす・車いす用記載台を備え付けていま
す。また介助が必要なときは、係員にお知らせください
◆ 選挙公報
　選挙公報は、12月 17日㈯までに各ご家庭に配布します。
もし届かない場合は、市選挙管理委員会事務局にご連絡く
ださい。
◆ 開票速報
　開票速報は、開票当日午後 10 時から市ホームページで行
いますので、ご利用ください。
◆ 不在者投票指定施設など
　病院、養護老人ホーム、介護老人保健施設などの施設の
うち不在者投票指定施設に入院（入所）されている場合に
はその病院（施設）で不在者投票をすることができます。
本市の不在者投票指定施設は、次のとおりです
▷病院…市立病院・原病院・かわい病院・吉川病院
▷特別養護老人ホーム…覚寿園・百楽園・オズ・ローズガー
デン条南苑

▷介護老人保健施設…アザリア
▷軽費老人ホーム…慈恵園・めぐみ荘
▷住宅型有料老人ホーム…リーブル泉大津
問合　選挙管理委員会事務局（市役所３階）
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